
事業実績の概要

事業の概要

とこは未来教育推進助成事業実施報告書 別添１事業名：看護学におけるICTを活用した主体的学修プログラムの構築

本事業は、ICTを活用した看護技術を中心とした専門科目の学修方法を構築し、看護学生の学修成果の定着と、主体的な学修態度を修得することを目的としている。課題解決のた
めに主体的に行動できる看護人材の育成は、現代の高度化・複雑化した保健・医療・福祉の状況においては、必須である。また、看護の対象者の複雑な心身および社会的状況を判
断し、看護を提供するためには、学びを積み重ね応用できる力を持つことが重要である。本事業では、看護技術教育を中心として、iPadおよび電子テキストを導入することにより、学生
がリフレクションから学び合い、電子テキストを用いたタイムリーで多様な知識の修得、および授業前後の自主学習の促進を行う事を目指す。

基礎看護学でのICTを活用した
アクティブラーニングの実施・評価

●学生による反転授業
事前学習：テキスト、動画教材での学習

※学生のミニ講義、技術発表は継続
●iPadを活用した技術演習（実績の概要）
・演習中、技術実施場面をiPadで撮影。

⇓
・自己の技術を客観的に振り返り、評価・グループ内で意見交換
・他学生の技術の動画を一緒に視聴し、良かった点や改善点に
ついて意見交換、学び合い、学びの深化
・繰り返し各自のグループの動画を視聴することで、気づかなかっ
たことやあいまいなことへの気づき・課題の明確化

⇓
★繰り返しiPadで撮影した自分たちの看護技術の動画を視聴し
より良い技術の獲得

★技術の自己学習の促進

令和7年度

基礎看護技術教育における授業での
iPad活用開始

令和6年度

アクティブラーニング実施・評価

各単元の基礎看護学の演習時間で、
教員によるデモンストレーションをやめ、
学生が事前に技術学習をして授業
に臨み、技術を実施する時間増加

＜各単元の看護技術教育の流れ＞
事前学習：テキストでの学習、教材動画の視聴(全員)
⇒講義（一部事前学習による学生のミニ講義）
⇒技術実施（一部の学生の技術発表）

⇒振り返り
事後学習：振り返りを踏まえて課題学習

ミニ講義や技術発表を学生の前で
実施するため、丁寧に学習し学びを

深めて発表・クラスで共有

主体的に
学ぼうとする探究心・

学修への
意欲の高まり

看護師になる
ことへの

自覚の芽生え・
向上

学び合い

iPad認証整備、
実習室Wi-Fiとの
リンク整備、画像
撮影・管理・再生

体制構築

令和8年度

基礎看護技術教育における
授業でのiPad活用継続
※学生の全グループが
タイムリーにiPadを活用

＜課題＞
・グループ内での意見交換
の時間の不足
・クラス全体での共有時間
の不足
・効果的なフィードバック
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